
広
　
　
報

主 な 内 容

市民と築く安心で健康なまち　しろい　～つなげよう！人と笑顔　地域の輪～
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　4月26日に執行された白
井市長選挙で当選した伊澤
市長が4月28日に初登庁し
ました。
　伊澤市長は、市役所玄関
前に集まった市民や議員、
職員を前に「白井市では少
子高齢化が進みつつあり、
このままでは5年後には人
口減少すると試算されてい
ます。 このような中、あら
ゆる施策を講じ、白井市の

持続ある発展に向け、子や孫に引き継いでいけるまちの礎を築いてい
きたい。
　今後とも市民の皆様の負託に応えるため、市民と行政と議会が一体
となって、多くの市民の声を反映する開かれた白井市政を目指し、『住
んでよかった、住み続けたいまち』の実現に全力で取り組んでまいる
所存です。」と話をしました。
■問　秘書広報課秘書班　内線3300・1

平成 27年
（2015 年） 白井市は

「市民と築く
安心で健康なまち

しろい」
を目指します。No.777
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　市では、平成28年4月1日付けで採用する職員の採用試験
を平成27年度印旛郡市職員採用共同試験により実施します。

試験日程　〔1次〕7月26日㈰　午前10時～（受け付け　午前8時30分～）
〔2次〕8月下旬（対象は1次試験合格者で該当者には通知します）
試験場所　〔1次〕千葉敬愛高等学校（四街道市）〔2次〕白井市役所
採用予定職種・人数　一般行政職上級　10人程度、土木職上級　2
人程度　※一般行政職のうち2人は、障がい者を募集します。
対象　昭和55年4月2日～平成6年4月1日に生まれた人（学歴不問）
※平成6年4月2日以降に生まれた人で学校教育法に基づく大学（短
期大学を除く）を卒業した人（卒業見込みを含む）も対象です。
　試験案内・申込書は5月19日㈫以降、市総務課または市ホームペー
ジから入手することができます。
■申・■問　申込書に必要事項を記入の上、6月2日㈫から19日㈮までに
郵送（消印有効）か直接市総務課人事班　内線3314・5へ

市職員採用試験（上級職）伊澤史夫市長初登庁

ボクたちの仲間になってね！

より便利に使いやすく！
図書館のサービスが変わりました
　図書館では、図書館電算システムの更新を行い、各種サービスが便利に使いやすくなりました。また、図書館の
ホームページが親しみやすく、より使いやすいものにデザイン変更や機能拡張を行いました。
■問　図書館　☎（492）1122・S http://www.center.shiroi.chiba.jp/library/

検索機で本を探す子どもたち

図書館ホームページQRコード

「住んでよかった、住み続けたいまち」の実現に全力

初登庁した伊澤市長

スマートフォン用 携帯電話用

※一部実際の画面と異なる場合があります。
ホームページアドレスが変更になりました
ので、お気に入りに登録している人は変更
してください。

◆
検
索
機
の
充
実

　
所
蔵
し
て
い
る
本
な
ど
を
探
す
だ

け
で
は
な
く
、
検
索
機
の
機
能
拡
張

を
行
い
ま
し
た
。

　
子
ど
も
た
ち
が
気
軽
に
本
な
ど
を

探
せ
る
よ
う
、
児
童
コ
ー
ナ
ー
に
も

検
索
機
を
設
置
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
の

ペ
ー
ジ
も
追
加
し
ま
し
た
。

◆
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
更
新

　
電
算
シ
ス
テ
ム
の
更
新
に
合
わ
せ

て
、
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
も
リ
ニ

ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
検
索
や
利
用

状
況
の
確
認
な
ど
が
で
き
る
よ
う
に

し
、「
子
ど
も
」「
ヤ
ン
グ
（
中
学
・

高
校
生
向
け
）」な
ど
分
野
別
の
ペ
ー

ジ
を
新
し
く
作
り
ま
し
た
。

　
誰
に
で
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
情
報

が
伝
わ
る
よ
う
「
音
声
読
み
上
げ
・

文
字
拡
大
ソ
フ
ト
」
を
導
入
し
、
視

覚
障
害
の
あ
る
人
や
高
齢
者
の
人
に

も
よ
り
使
い
や
す
い
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
な
り
ま
し
た
。

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
予

約
が
よ
り
便
利
に

　
複
数
の
本
を
ま
と
め
て
予
約
し
た

り
、
上
下
巻
や
シ
リ
ー
ズ
も
の
な
ど

読
み
た
い
順
番
を
指
定
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

　「
今
度
読
み
た
い
本
」
の
機
能
が

追
加
に
な
り
ま
し
た
。

◆
e
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
を
開
始

　「
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
」
と
は
図
書
館

職
員
が
皆
さ
ん
の
調
べ
物
の
手
伝
い

を
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　
今
ま
で
は
直
接
来
館
か
電
話
の
み

の
受
け
付
け
で
し
た
が
、
図
書
館
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
マ
イ
ペ
ー
ジ
（
旧

利
用
者
の
ペ
ー
ジ
）」
か
ら
申
し
込

み
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

「
マ
イ
ペ
ー
ジ
」
の
登
録
方
法
な
ど

は
、
直
接
問
い
合
わ
せ
る
か
図
書
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。



お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

　4月11日に第24回危険業務従事者叙勲受章者が発
表され、市内では次の皆さんが受章されました。
瑞宝双光章  
　【防衛功労】髙橋英夫さん（西白井在住）

＜元海上自衛隊2等海尉＞
　【警察功労】赤木利道さん（冨士在住）

＜元警視庁警部＞
瑞宝単光章
　【消防功労】三木良夫さん（七次台在住）

＜元東京消防庁消防司令長＞

危険業務従事者叙勲

平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
税

　
国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
は
国
や

県
の
支
出
金
の
ほ
か
、
加
入
者
の
皆

さ
ん
か
ら
の
国
保
税
な
ど
で
運
営
さ

れ
て
い
ま
す
。

◆
国
保
税
の
内
訳

　
平
成
27
年
度
は
、
低
所
得
者
世
帯

の
軽
減
判
定
所
得
基
準
額
と
国
保
税

賦
課
限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま

し
た
。
内
訳
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
国
保
税
の
納
付

　
国
保
税
は
、
普
通
徴
収
と
特
別
徴

収
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。

【
普
通
徴
収
の
人
（
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
該
当
者
を
除
く
） 

】 

　「
平
成
27
年
度
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
」
を
7
月
中
旬
に
発
送

し
ま
す
。

　
国
保
事
業
が
安
定
的
に
運
営
で
き

る
よ
う
、
必
ず
納
期
限
内
に
収
め
ま

し
ょ
う
。

第
1
期
の
納
付
期
限
　
7
月
31
日
㈮

◆
口
座
振
替
を
推
進
し
て
い
ま
す

　
国
保
税
の
納
め
忘
れ
を
な
く
す
た

め
に
、
一
度
の
手
続
き
で
簡
単
・
便

利
に
納
付
で
き
る
口
座
振
替
を
利
用

し
ま
せ
ん
か
。

　
口
座
振
替
の
開
始
は
、
届
け
出
か

ら
通
常
2
カ
月
ほ
ど
掛
か
り
ま
す
。

第
1
期
か
ら
口
座
振
替
を
希
望
す
る

場
合
は
、
今
月
中
に
金
融
機
関
へ
届

け
出
て
く
だ
さ
い
。

申
請
方
法
　

　
次
の
す
べ
て
を
持
参
し
た
上
で
、

直
接
口
座
振
替
を
希
望
す
る
金
融
機

関
の
窓
口
で
申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
。

●
預
（
貯
）
金
通
帳

●
通
帳
の
届
け
出
印

●
預
金
口
座
振
替
依
頼
書

※
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
は
、
市
内

の
金
融
機
関
に
あ
り
ま
す
。

　
市
外
の
金
融
機
関
を
利
用
す
る
場

合
は
、
保
険
年
金
課
へ
依
頼
書
を
請

求
し
て
く
だ
さ
い
。

　
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
利
用
す
る
場
合

は
、
窓
口
に
あ
る
専
用
の
様
式
を
利

用
し
て
く
だ
さ
い
。

《
口
座
振
替
取
り
扱
い
金
融
機
関
》

千
葉
銀
行
、
千
葉
興
業
銀
行
、
京
葉

銀
行
、
千
葉
信
用
金
庫
、
西
印
旛
農

業
協
同
組
合
、
み
ず
ほ
銀
行
、
三
井

住
友
銀
行
、
り
そ
な
銀
行
、
三
菱
東

京
U
F
J
銀
行
、
ゆ
う
ち
ょ
銀
行

【
特
別
徴
収
の
人
】

　
次
の
す
べ
て
に
該
当
す
る
世
帯
は
、

国
保
税
が
世
帯
主
の
年
金
か
ら
特
別

徴
収
（
天
引
き
）
さ
れ
ま
す
。

●
世
帯
主
が
国
保
の
被
保
険
者
で
あ

る●
世
帯
内
の
国
保
被
保
険
者
全
員
が

65
歳
以
上
75
歳
未
満
で
あ
る

●
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が
特
別
徴

収
に
な
っ
て
い
る

●
特
別
徴
収
の
対
象
と
な
る
世
帯
主

の
年
金
の
年
額
が
18
万
円
以
上
で
、

国
保
税
と
世
帯
主
の
介
護
保
険
料
が

合
わ
せ
て
年
金
受
給
額
の
2
分
の
1

を
超
え
な
い

◆
普
通
徴
収
に
変
更
で
き
ま
す

　
口
座
振
替
に
よ
る
普
通
徴
収
に
切

り
替
え
を
希
望
す
る
場
合
は
、
次
の

書
類
を
保
険
年
金
課
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
る
人
〕

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

〔
口
座
振
替
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

い
な
い
人
〕

●
金
融
機
関
で
口
座
振
替
の
手
続
き

を
し
た
際
に
渡
さ
れ
る
「
口
座
振
替

依
頼
書
（
本
人
用
）  

」
の
写
し

●
国
民
健
康
保
険
税
納
付
方
法
変
更

申
出
書

◆
所
得
税
の
控
除
に
つ
い
て

　
国
保
税
の
納
付
額
は
、
年
金
天
引

き
の
場
合
は
世
帯
主
に
、
口
座
振
替

の
場
合
は
口
座
名
義
人
に
対
し
て
、

所
得
税
お
よ
び
市
・
県
民
税
の
社
会

保
険
料
控
除
と
し
て
適
用
さ
れ
ま
す
。

◆
市
・
県
民
税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に

　
世
帯
主
と
被
保
険
者
の
平
成
26
年

中
の
所
得
が
一
定
基
準
額
以
下
の
世

帯
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
を
行
う

こ
と
で
国
保
税
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。

　
国
保
の
被
保
険
者
お
よ
び
世
帯
主

で
、
平
成
26
年
分
の
市
・
県
民
税
の

申
告
が
ま
だ
済
ん
で
い
な
い
人
や
収

入
の
な
い
人
、
市
・
県
民
税
の
対
象

と
な
ら
な
い
遺
族
年
金
・
障
害
年
金

を
受
給
し
て
い
る
人
は
、
市
・
県
民

税
の
申
告
を
忘
れ
ず
に
し
て
く
だ
さ

い
。

◆
国
保
以
外
の
保
険
に
加
入
し
た
時

は
必
ず
届
け
出
を

　
国
保
の
加
入
者
が
他
の
保
険
に
入

っ
た
場
合
、
国
保
の
資
格
喪
失
の
届

　
ご
み
の
問
題
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
最
も
身
近
な
環
境
問
題
の

ひ
と
つ
で
す
。
資
源
の
枯
渇
化
や

地
球
温
暖
化
な
ど
か
ら
地
球
環

境
を
守
っ
て
い
く
た
め
に
は
、
こ

れ
ま
で
の
大
量
生
産
、
大
量
消
費
、

大
量
廃
棄
の
社
会
か
ら
、「
3
R

（
ご
み
の
削
減
、
再
使
用
、
再
資

源
化
）」
を
基
本
と
し
た
「
循
環

型
社
会
」
へ
の
転
換
が
強
く
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

ご
み
を
減
ら
す
第
１
歩
！
　
買
い

物
に
は
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使
お
う

　
ス
ー
パ
ー
な
ど
で
買
い
物
を
す

家
庭
で
で
き
る
ご
み
減
量
（
マ
イ
バ
ッ
グ
編
）

る
と
き
は
レ
ジ
袋
で
は
な
く
、
マ

イ
バ
ッ
グ
を
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
レ
ジ
袋
は
、
国
民
1
人
当
た
り

年
間
2
6
0
枚
を
使
っ
て
い
る
と

さ
れ
、
市
の
人
口
か
ら
計
算
す
る

と
、
年
間
で
約
1
2
0
㌧
の
レ
ジ

袋
が
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

　
一
人
一
人
が
マ
イ
バ
ッ
グ
を
使

う
、
ま
た
は
必
要
な
い
と
き
は
レ

ジ
袋
を
断
る
な
ど
、
ち
ょ
っ
と
し

た
こ
と
を
心
が
け
る
だ
け
で
、
ご

み
は
減
っ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に

レ
ジ
袋
を
減
ら
せ
ば
、
原
料
と

な
っ
て
い
る
天
然
資
源
（
石
油
）

を
大
切
に
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が

り
ま
す
。

　
買
い
物
の
と
き
に
は
「
マ
イ

バ
ッ
グ
」
を
持
参
し
、
循
環
型
社

会
の
形
成
に
向
け
て
、
ご
み
の
減

量
化
・
資
源
化
を
推
進
し
ま
し
ょ

う
。

問
　
環
境
課
き
れ
い
な
ま
ち
づ
く

り
班
　
内
線
3
2
7
7

⑬

国保税率と賦課限度額

区分 医療分 支援分 介護分

所得割(率） 7.03㌫ 2.1㌫ 1.42㌫

被保険者別均等割 26,300円 4,300円 11,400円

世帯別平等割 30,300円 ― ―

賦課限度額
（　）内は26年度分

520,000円
（510,000円）

170,000円
（160,000円）

160,000円
（140,000円）

制度改正　低所得者の軽減対象世帯の拡大

5割軽減基準

改正前 基礎控除額33万円＋（24.5万円×被保険者数）

改正後 基礎控除額33万円＋（26万円×被保険者数）

2割軽減基準

改正前 基礎控除額33万円＋（45万円×被保険者数）

改正後 基礎控除額33万円＋（47万円×被保険者数）

け
出
を
し
な
い
と
国
保
税
が
掛
か
り

続
け
、
そ
の
ま
ま
滞
納
の
状
態
が
続

く
と
督
促
状
が
発
送
さ
れ
滞
納
処
分

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　
保
険
資
格
の
変
更
は
、
自
動
的
に

は
行
わ
れ
ま
せ
ん
。

　
国
保
と
職
場
の
保
険
証
の
両
方
を

持
参
し
、
保
険
年
金
課
で
国
保
の
資

格
喪
失
の
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

問
　
保
険
年
金
課
保
険
税
班

　
内
線

3
1
7
1
〜
3

人
権
擁
護
委
員
を
委
嘱

し
ま
し
た 

　
人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
住
民
の

中
か
ら
人
格
・
見
識
の
優
れ
た
人
た

ち
が
選
ば
れ
、
皆
さ
ん
の
日
常
生
活

の
中
で
人
権
を
尊
重
す
る
思
想
の
普

及
と
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

人
権
侵
害
に
よ
る
被
害
を
受
け
た

人
を
救
済
し
、
擁
護
し
て
い
ま

す
。
人
権
擁
護
委
員
は
現
在
全
国
で

1
万
4
千
人
お
り
、
人
権
に
関
す
る

活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
任
期

満
了
に
伴
い
、
富
沢
賢
司
さ
ん
と
國

島
千
惠
子
さ
ん
が
4
月
1
日
付
け
で

法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
（
再
任
）
さ
れ

ま
し
た
。

　
任
期
は
平
成
30
年
3
月
31
日
ま
で

の
3
年
間
で
す
。
今
回
委
嘱
さ
れ
た

2
人
の
ほ
か
、
山
本
香
緒
利
さ
ん
、

坂
本
兼
一
さ
ん
が
人
権
擁
護
委
員
と

し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画
室

内
線
3
3
5
4
・
5

農
産
物
の
放
射
性
物
質

検
査

　
農
産
物
の
安
全
性
を
確
認
す
る
た

め
、
市
で
は
4
月
24
日
か
ら
5
月
1

日
ま
で
の
間
に
放
射
性
物
質
の
検
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

　
検
査
品
目
は
次
の
と
お
り
で
す
。

検
査
品
目

　
イ
ン
ゲ
ン
、
レ
タ
ス
、

タ
ケ
ノ
コ
、
ミ
ズ
ナ
、
カ
ブ
、
ウ
ド
、

ホ
ウ
レ
ン
ソ
ウ
、
ニ
ン
ニ
ク
、
セ
リ

　
タ
ケ
ノ
コ
か
ら
26
ベ
ク
レ
ル
/
㌔

㌘
の
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
ま
し

た
が
、
数
値
は
一
般
食
品
の
放
射
性

物
質
の
基
準
値
で
あ
る
1
0
0
ベ
ク

レ
ル
/
㌔
㌘
以
下
で
し
た
。
そ
の
ほ

か
の
品
目
は
全
て
「
検
出
せ
ず
」
で

し
た
。

※
「
検
出
せ
ず
」
と
は
「
放
射
性
物

質
が
存
在
し
な
い
」
か
「
検
出
で
き

る
測
定
下
限
値
未
満
」
で
あ
る
こ
と

を
示
し
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
農
政
課
農
政
班

　
内
線
3
2
5

1
〜
4

野
菜
づ
く
り
講
習
会

　　
家
庭
菜
園
な
ど
に
役
立
つ
、
夏
野

菜
の
栽
培
管
理
の
基
本
を
学
ぶ
講
習

会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
11
日
㈭

　
午
前
10
時
〜

正
午

場
所

　
市
役
所
3
階
第
2
会
議
室

対
象

　
市
内
在
住
・
在
勤
者

　
20
人

（
申
し
込
み
順
）

講
師

　「
え
び
ち
ゃ
ん
農
園
」
指
導

農
業
士

　
海
老
原
進
さ
ん

持
ち
物

　
筆
記
用
具

緑
の
カ
ー
テ
ン
講
座

　　
今
夏
の
節
電
に
対
す
る
意
識
の
向

上
を
図
る
取
り
組
み
と
し
て
、
ゴ
ー

ヤ
お
よ
び
ア
サ
ガ
オ
を
使
っ
た
「
緑

の
カ
ー
テ
ン
づ
く
り
」
講
座
を
開
催

し
ま
す
。

　
参
加
者
に
は
講
座
に
関
係
し
た
苗

木
を
差
し
上
げ
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈰
　
第
1
部
　
午
前
10

時
〜
正
午
　
第
2
部
　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
30
分

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
3
階
団

体
活
動
室

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　

30
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
無
料

申
・
問

　
28
日
㈭
ま
で
に
電
話
で
直

接
環
境
課
環
境
保
全
・
放
射
線
対
策

班
　
内
線
3
2
7
6
・
3
2
8
8
へ

海老原進さん

委嘱状を手にする富沢委員（右）と國島委員

申
・
問

　
5
月
29
日
㈮
ま
で
に
電

話
か
直
接
農
政
課
農
政
班
　
内
線

3
2
5
4
へ

ボクたちもマイバッグでお買い物

お知らせ　「はい！消費生活センターです」は都合により休載しました。
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市
は
、
国
の
交
付
金
や
県
の
補
助

金
を
活
用
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
暮

ら
し
を
応
援
す
る
た
め
、
市
商
工
会

と
連
携
し
1
冊
1
0
、0
0
0
円
で

1
3
、0
0
0
円
分
の
買
い
物
が
で

き
る
商
品
券
を
発
行
し
ま
す
。

　
商
品
券
を
購
入
す
る
た
め
に
は
、

事
前
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

発
売
開
始
日
　
7
月
1
日
㈬
（
予
定
）

利
用
期
間
　
7
月
1
日
㈬
〜
12
月
31

日
㈭

販
売
価
格
　
1
冊
　
1
0
、0
0
0
円

（
額
面
1
、0
0
0
円
の
商
品
券
13
枚

つ
づ
り
で
1
3
、0
0
0
円
分
）

購
入
限
度

　
1
世
帯
3
冊
ま
で

発
行
数

　
2
5
、0
0
0
冊

※
詳
細
は
5
月
下
旬
に
全
戸
配
布
す

る
チ
ラ
シ
お
よ
び
広
報
6
月
1
日
号

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
　
白
井
市
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券

実
行
委
員
会
事
務
局
（
市
商
工

会
内
）　
☎
0
8
0
（
2
3
9
7
）

1
9
4
3
、　
商
工
振
興
課
商
工
振

興
班

　
内
線
3
2
4
1
〜
3

プ
レ
ミ
ア
ム
率
30
㌫
！

「
な
し
坊
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
」
を
発
行

　市では、がん対策の推進や住民健（検）診の実施に関する事業を進
めるため、職員の育児休業取得に伴い、保健師の任期付職員の募集を
行います。
※任期付職員とは、給料・各種手当および勤務時
間などが正規職員と同様で、採用期間を定めた職
員をいいます。
募集要件・人数　保健師の資格を有し、昭和45年4
月2日以降に生まれた人（45歳以下）　1人
※選考基準により選考します。また、年齢に関し
募集要件を満たしていない人も、相談に応じます。
任期　平成27年6月23日から平成29年3月31日まで
※育児休業の取得状況により、変更する場合があります。
勤務場所　健康課（保健福祉センター内）
■申・■問　所定の応募書（総務課・市ホームページにあります）に必要
事項を記入の上、保健師資格者証の写しを添えて、5月29日㈮までに、
郵送（消印有効）か直接総務課人事班　内線3314・5へ

育休任期付職員（保健師）を募集

　
　

　給付金の申請内容に不明な点があった
場合は、市から内容確認の問い合わせを
行うことがありますが、ATM（現金自動
預払機）の操作をお願いしたり、給付金
を支給するためにその手数料を請求した
りすることは絶対にありません。
　もし不審な電話がかかってきたら、す
ぐに市や最寄りの警察署または警察相談
専用電話＃9110まで連絡をしてください。

振り込め詐
さ ぎ

欺や個人情報の詐
取にご注意を！

所得制限額

扶養親族などの数 所得制限限度額

0人 622万円

1人 660万円

2人 698万円

3人 736万円

4人 774万円

5人 812万円

6人以上

5人を超えた1人につき38
万円（扶養親族などが老
人控除対象配偶者または
老人扶養親族であるとき
は44万円）を加算した額

児童手当の額（1人当たり月額）

年齢など 月額

3歳未満 15,000円

3歳～小学6年生
第1・2子 10,000円

第3子以降 15,000円

中学生 10,000円
所得制限額以上
（年齢に関係なく一律） 5,000円

※「第3子以降」とは、高校卒業まで（18
歳の誕生日後の最初の3月31日まで）の養
育している児童のうち、3番目以降の子の事
を言います。

児童手当の現況届を発送します
　児童手当の継続受給には現況届の提出が必要です。児童手当の現況届を対象者へ6月上旬に郵送し
ますので、必要事項を記入の上、必要書類を添えて提出してください。
　現況届は平成26年中の所得および平成27年6月1日の現況を市が把握することで、引き続き受給要
件に該当するかを確認するための書類です。なお、児童手当の支給にかかる、扶養親族などの数ご
との所得制限限度額は右表のとおりです。児童手当は年3回（6・10・2月）支給します。
　現況届を提出しなかった場合は、6月分以降の児童手当が支給できなくなりますので、注意してく
ださい。
【児童手当制度とは】
　中学校修了前の子どもを養育している保護者などに対して、手当を支給する制度です。手当の月
額については右表のとおりです。
【臨時受付窓口を開設します】
　6月28日㈰の午前9時から午後5時まで、子育て支援課の窓口で現況届を提出することができます。
　提出は6月30日㈫までに郵送か直接子育て支援課子育て支援班へ提出してください。

「子育て世帯臨時特例給付金」が支給されます
　消費税率が8％に引き上げられた影響などを踏まえ、子育て世帯に対し「子育て世帯臨時特例給付
金」が支給されます。
　今年度の申請書は「児童手当・特例給付現況届」に「子育て世帯臨時特例給付金」の申請欄を設
けています。申請書が届きましたら、提出期限までに子育て支援課に提出してください。
【支給対象者】　平成27年6月分の児童手当（特例給付を除く）の受給者
※特例給付とは、平成26年の所得が児童手当の所得制限限度額以上である人（児童1人当たり月額5、
000円が支給される人）をいいます。所得制限額は右表のとおりです。
【給付額】支給対象者の平成27年6月分の児童手当の対象となる児童1人につき3,000円
※平成27年度の給付金は、臨時福祉給付金の対象となる児童、生活保護制度の被保護者にあたる児
童も対象となります。
【申請期間】　6月1日㈪から12月1日㈫まで
【支給開始時期】　10月以降
【申請方法】　同封の返信用封筒で郵送または、子育て支援課の窓口に提出してください。
※公務員の人は、所属庁から配布される児童手当の受給証明欄が記入された「子育て世帯臨時特例
給付金申請書」と必要な書類を添えて申請期間内に提出してください。
【注意事項】配偶者からの暴力を理由に避難している人で他の市区町村から住民票を移さずに白井市
に住んでいる人については、「一定の要件」を満たしている場合、市で申請を受け付けることができ
る場合がありますので相談してください。
■問　子育て支援課子育て支援班　☎（497）3487　

お
知
ら
せ
コ
ー
ナ
ー

白井市議会議員一般選挙開票結果
区分 候補者名 党派 得票数
当選 秋本享志 自由民主党 2,260 
当選 柴田圭子 無所属 1,852.622 
当選 中川勝敏 日本共産党 1,471 
当選 斎藤智子 公明党 1,295 
当選 石井恵子 公明党 1,125.377 
当選 植村博 公明党 1,097 
当選 秋谷公臣 無所属 1,077 
当選 福井みち子 無所属 983 
当選 血脇敏行 無所属 879 
当選 影山廣輔 無所属 850 
当選 小田川敦子 無所属 838 
当選 竹内陽子 無所属 837 
当選 和田健一郎 無所属 816 
当選 長谷川則夫 無所属 815 
当選 広沢修司 無所属 755 
当選 多田育民 無所属 743 
当選 石田信昭 無所属 741 
当選 田中和八 無所属 718 
当選 平田新子 無所属 673 
当選 永瀬洋子 無所属 665 
当選 幸正純治 無所属 634 

藤代広道 無所属 582 
古沢由紀子 無所属 581 
土屋昭彦 無所属 568 
藤田均 民主党 406 
中村繁太郎 無所属 388 
岩本淳志 無所属 388 
天下井恵 無所属 326 

※小数点以下の得票数は按分によるものです。

千葉県議会議員一般選挙開票結果
区分 候補者名 党派 得票数
当選 田中宗隆 自由民主党 10,218 

岩田典之 無所属 9,205 

第18回統一地方選挙開票結果
　4月12日に行われた千葉県議会議員一般選挙と4月26日に行われた白
井市長選挙・白井市議会議員一般選挙の開票結果は下表のとおりです。
■問　選挙管理委員会（総務課内）　内線3312・3

白井市長選挙開票結果
区分 候補者名 党派 得票数
当選 伊澤史夫 無所属 14,987 

德本悟 無所属 9,133 
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赤
十
字
活
動
資
金
へ
の

協
力
を
お
願
い
し
ま
す

　
5
・
6
月
は
赤
十
字
運
動
月
間
で

す
。
日
本
赤
十
字
社
は
国
内
の
災
害

食
生
活
改
善
推
進
員
を

募
集
　

　
市
民
の
食
を
と
お
し
た
健
康
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
、
料
理
教
室
や

地
域
で
の
食
育
活
動
な
ど
を
行
う
推

進
員
を
募
集
し
ま
す
。

任
期
　
委
嘱
日
か
ら
平
成
28
年
3
月

31
日
ま
で

マ
タ
ニ
テ
ィ
ー
コ
ン

サ
ー
ト
＋
α

　　
妊
娠
中
に
気
を
付
け
た
い
こ
と
を

学
ん
だ
後
、
お
腹
の
中
の
赤
ち
ゃ
ん

と
一
緒
に
音
楽
を
聞
き
な
が
ら
プ
ラ

対
象
　
市
内
在
住
者
　

募
集
人
数
　
2
人

※
選
考
基
準
に
よ
り
選
考
し
ま
す
。

活
動
日
数
　
年
30
日
程
度

報
酬

　
年
3
0
、0
0
0
円
（
委
嘱

月
に
よ
り
異
な
り
ま
す
）

申
・
問

　
5
月
29
日
㈮
ま
で
に
健

康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班

　
☎

（
4
9
7
）
3
4
9
4
へ

る
べ
の
し
差
を
手
、
り
配
を
目

　

ン
ラ
プ
き
生
き
生
の
い
ろ
し

化
齢
高
る
え
支
で
域
地

1 地域包括ケアシステム構築の
推進

【支援体制の充実】
医療、介護、予防、住まい、
生活支援等を総合的に提供する
マネジメント体制構築の推進

２  一人ひとりの健康・生きが
いづくり

【介護予防の推進】
自主的・持続的・効果的な介護
予防活動の支援

３ 自分らしい暮らしの支援
【日常生活の支援】

介護保険サービス、生活支援
サービス、地域での支え合いの
充実、認知症への対応

４ 将来に向けての持続可能な
事業運営

【事業経営】
介護保険事業の有効な運営
将来に向けての課題解決

基本理念 基本目標 方針 施策

１ 地域包括ケア体制の充実
２ 新事業体系への移行

１ 高齢者が参加・活躍するま
ちづくりの推進
２ 介護予防事業の推進

１ 介護保険サービス（個人給
付）の適切な提供
２ 生活支援サービスの充実
３ 地域福祉の推進
４ 認知症への対応と権利擁護

１ 介護保険会計の運営
２ 有効なサービス利用（提供）
の推進
３ 持続可能な事業運営に向け
て

所得段階の基準および介護保険料額（年額）

段階 所得状況
保険料率

（　）は公費負担後
保険料額

第1段階

生活保護受給者・老齢福祉年金受給者（市
民税世帯非課税）、世帯全員が市民税非課
税かつ本人の前年の公的年金等収入と前
年の合計所得金額が80万円以下の人

基準額×0.50
（基準額×0.45…①）
（基準額×0.30…②）

27,600円
（24,840円…①）
（16,560円…②）

第2段階
世帯全員が市民税非課税かつ本人の前年
の公的年金等収入と前年の合計所得金額
が80万円超120万円以下の人

基準額×0.60
（基準額×0.35…②）

33,120円
（19,320円…②）

第3段階
世帯全員が市民税非課税かつ本人の前年
の公的年金等収入と前年の合計所得金額
が120万円超の人

基準額×0.65
（基準額×0.60…②）

35,880円
（33,120円…②）

第4段階
本人が市民税非課税（世帯に課税者がい
る）かつ本人の前年の公的年金等収入と
前年の合計所得金額が80万円以下の人

基準額×0.85 46,920円

第5段階
本人が市民税非課税（世帯に課税者がい
る）本人の前年の公的年金等収入と前年
の合計所得金額が80万円超の人

基準額×1.00 55,200円

第6段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得金
額が120万円未満の人

基準額×1.20 66,240円

第7段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得金
額が120万円以上190万円未満の人

基準額×1.30 71,760円

第8段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得金
額が190万円以上290万円未満の人

基準額×1.50 82,800円

第9段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得金
額が290万円以上400万円未満の人

基準額×1.70 93,840円

第10段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得金
額が400万円以上600万円未満の人

基準額×1.80 99,360円

第11段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得
金額が600万円以上800万円未満の人

基準額×1.90 104,880円

第12段階
本人が市民税課税かつ前年の合計所得
金額が800万円以上の人

基準額×2.00 110,400円

基準額は、第5段階の年額55,200円（月額4,600円）です。
第1段階、第2段階、第3段階にある（　　）について、①は平成27年4月から、②は平

成29年4月から実施を予定している公費負担を反映させた数値です。
公費負担については、介護保険法施行令で定める軽減幅の範囲内で市が条例改正を行っ
た上で適用します。

◆
市
を
取
り
巻
く
環
境

　
団
塊
の
世
代
が
次
々
に
高
齢
期
に

入
り
、
昭
和
55
年
に
5
㌫
で
あ
っ
た

高
齢
化
率
が
平
成
26
年
9
月
現
在
で

は
22
・
1
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
高
齢
者
の
増
加
に
伴
い
、
介
護
保

険
要
介
護
・
要
支
援
の
認
定
者
は

年
々
増
え
続
け
、
平
成
29
年
度
に
は

約
2
、
6
0
0
人
と
な
る
見
込
み
で

現
在
の
認
定
者
数
か
ら
7
0
0
人
程

「
第
6
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護
保
険

事
業
計
画
」
を
策
定
　
介
護
予
防
な
ど
を
強
化

　
市
で
は
、
平
成
27
年
度
か
ら
29
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
「
第
６
期
高
齢
者
福
祉
計
画
・
介
護

保
険
事
業
計
画
」　
を
策
定
し
ま
し
た
。
急
速
に
高
齢
者
人
口
が
増
加
し
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定

者
が
今
後
大
き
く
増
加
し
て
い
く
こ
と
か
ら
、
当
計
画
を
高
齢
対
策
計
画
と
位
置
付
け
、
よ
り
積

極
的
に
高
齢
化
に
対
応
し
た
施
策
を
進
め
ま
す
。

度
増
加
す
る
見
込
み
で
す
。

◆
計
画
骨
子

　
新
し
い
計
画
で
は
、
基
本
理
念
を

「
目
を
配
り
、
手
を
差
し
の
べ
る 

し

ろ
い
の
生
き
生
き
プ
ラ
ン
」、
基
本

目
標
を
「
地
域
で
支
え
る
高
齢
化
」

と
し
、
左
表
の
と
お
り
4
つ
の
方
針
、

11
の
施
策
に
基
づ
い
て
高
齢
者
福
祉

施
策
、
介
護
保
険
事
業
施
策
を
推
進

し
ま
す
。

◆
施
設
の
開
設
と
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
強
化

　
第
6
期
計
画
で
は
、
前
計
画
に
お

い
て
、
在
宅
生
活
が
困
難
と
な
っ
た

高
齢
者
が
、
入
居
施
設
に
よ
る
手
厚

い
介
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
の

施
設
整
備
を
計
画
し
整
備
を
進
め
、

新
た
に
3
施
設
が
開
設
し
ま
す
。
さ

ら
に
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上
と

な
る
平
成
37
年
を
目
途
に
、
重
度
な

要
介
護
状
態
と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人

生
の
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
、
住
ま
い
・
医
療
・
介
護
・

予
防
・
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供

さ
れ
る
シ
ス
テ
ム
、「
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、
そ

の
中
心
と
な
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
強
化
や
認
知
症
対
策
な

ど
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◆
主
な
変
更
点

①
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
増
設

　
市
で
は
現
在
、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
1
カ
所
（
2
カ
所
分
の
人
員
）

を
直
接
運
営
し
て
い
ま
す
が
、
急
速

に
高
齢
者
人
口
が
増
加
す
る
中
で
支

援
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に
3

カ
所
（
1
カ
所
直
営
、
2
カ
所
委
託
）

と
し
、
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

②
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合

事
業
の
開
始

　
平
成
29
年
4
月
か
ら
、「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
を

開
始
し
ま
す
。
現
在
の
介
護
予
防
の

「
訪
問
介
護
」
と
「
通
所
介
護
」
が

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
に
移
行
す
る
ほ
か
、
N
P
O
法
人

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
介
護
予
防

事
業
な
ど
が
利
用
で
き
ま
す
。

　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
な
ど

の
窓
口
で
「
心
と
身
体
の
元
気
度

チ
ェ
ッ
ク
表
」
に
よ
り
2
次
予
防

対
象
者
と
し
て
判
定
さ
れ
た
場
合
、

サ
ー
ビ
ス
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な

る
た
め
、
要
支
援
の
認
定
に
該
当
し

な
い
人
が
利
用
で
き
る
ほ
か
、
こ
の

サ
ー
ビ
ス
の
み
を
利
用
す
る
場
合
は

認
定
の
必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。

　
市
で
は
創
設
す
る
べ
き
新
た
な

サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
検
討
し
、
具
体
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
こ
の
事
業
を

担
う
組
織
や
人
材
の
育
成
・
確
保
に

努
め
ま
す
。

◆
介
護
保
険
料

　
介
護
保
険
事
業
は
、
公
費
に
よ

る
負
担
の
ほ
か
、
第
1
号
被
保
険

者
（
65
歳
以
上
）
と
第
2
号
被
保
険

者
（
40
歳
か
ら
64
歳
）
が
そ
れ
ぞ
れ

に
負
担
を
し
、
そ
の
事
業
費
が
賄
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
期
の
計
画
は
前
期

の
計
画
と
比
較
し
、
介
護
認
定
者
の

増
加
や
入
所
施
設
の
利
用
見
込
み
の

増
加
な
ど
か
ら
3
年
間
の
総
額
で
約

33
億
6
千
万
円
の
増
額
が
見
込
ま
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
介
護
保
険

料
の
値
上
げ
は
避
け
て
は
通
れ
な
い

も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
市
で
は

で
き
る
限
り
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
介
護
給
付
費
等
準
備
基
金
の
活
用

と
と
も
に
、
低
所
得
者
対
策
と
し
て

第
2
段
階
か
ら
第
4
段
階
ま
で
の
保

険
料
率
を
国
の
基
準
よ
り
引
き
下
げ

て
設
定
す
る
こ
と
で
、
介
護
保
険
料

基
準
月
額
は
4
、
6
0
0
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
料
額
（
年
額
）
は
右
下

表
の
と
お
り
で
す
。

問
　
高
齢
者
福
祉
課
介
護
保
険
班

　

☎
（
4
9
7
）
3
4
7
3

施
策
体
系

ネ
タ
リ
ウ
ム
で
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
ま
せ

ん
か
。

日
時

　
6
月
3
日
㈬

　
午
後
1
時
30

分
〜
3
時
20
分
（
受
け
付
け

　
午
後

1
時
15
分
〜
）

受
付

　
文
化
セ
ン
タ
ー
2
階
研
修
室

対
象

　
お
お
む
ね
妊
娠
6
カ
月
か
ら

9
カ
月
ま
で
の
妊
婦
と
そ
の
家
族
　

60
人
（
申
し
込
み
順
）

※
経
産
婦
も
参
加
で
き
ま
す
。

内
容
　
医
師
に
よ
る
妊
娠
中
の
注
意

に
関
す
る
講
話
、
図
書
館
司
書
に
よ

る
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
音
楽
と
と

も
に
星
の
誕
生
の
話

保
育
　
あ
り
（
要
事
前
申
し
込
み
）

持
ち
物

　
母
子
手
帳
、
筆
記
用
具

参
加
費

　
市
内
在
住
の
妊
婦
と
パ
ー

ト
ナ
ー
は
無
料
、
そ
れ
以
外
の
人
は

時
の
救
護
を
は
じ
め
、
国
外
の
紛
争

や
自
然
災
害
の
被
災
者
に
対
す
る
緊

急
救
援
活
動
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
人

道
的
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
活
動
は
多
く
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
寄
付
や
資
金
協
力
に
よ
っ

て
支
え
ら
れ
て
い
る
の
で
、
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

問
　
社
会
福
祉
課
厚
生
班
　
☎

（
4
9
7
）
3
4
8
2

2
1
0
円
（
観
覧
料
）

申
・
問

　
電
話
で
健
康
課
母
子
保
健

班
　
☎
（
4
9
7
）
3
4
9
5
へ

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
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保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

ふ
れ
あ
い
運
動
あ
そ
び

　
子
育
て
中
の
お
父
さ
ん
、
お
母
さ

ん
、
子
ど
も
と
触
れ
合
い
な
が
ら
素

足
で
の
簡
単
な
「
運
動
遊
び
」
を
一

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
健

康
増
進
ル
ー
ム
の
休
館

　　
施
設
の
電
気
設
備
点
検
実
施
の
た

め
、
休
館
し
ま
す
。

休
館
日
　
6
月
6
日
㈯
　
終
日

問
　
健
康
課
健
康
づ
く
り
推
進
班
　

☎
（
4
9
7
）
3
4
9
4

　市では6月5日の「介護予防の日」に講演会を行います。
　介護が必要になる原因としては、脳卒中などの生活習慣病のほか
に、足腰の筋力減退や転倒による骨折などがあります。高齢期を生
き生きと過ごすために、元気なうちから筋力を蓄える「貯筋運動」
を学び、いつまでも動ける体づくりを始めませんか。
　講演会では、体操も行いますので動きやすい服装、靴で参加して
ください。
※準備体操は市ご当地体操「梨トレ体
操」を行います。
日時　6月5日㈮　午後1時30分～
（開場　午後1時～）
場所　文化会館かおり（中）ホール
対象　市内在住・在勤者　100人（申し
込み順）
講師　㈱つくばウェルネスリサーチ　
福田佳奈子さん
参加費　無料

　筋力の低下が気になっている人、自宅にいることが多く外出す
る機会を定期的に持ちたい人、いつまでも元気に過ごせるよう「楽
トレいきいき夢教室」に参加してみませんか。
　この教室は、市から委嘱された介護予防推進員が中心となって、
歌を歌いながら楽しく脚や腕の筋力の向上を目指す教室です。
　週1回の教室は、筋力を向上させて転倒しにくい体をつくり、
適度な運動と参加者同士の交流により脳へ刺激を与えることで認
知症の予防にも役立ちます。日程と内容は下表のとおりです。

介護予防講演会「楽らく！！貯筋運動
～足腰強化でいつまでも動ける体づくり～」

日程表

白井駅前センター 西白井複合センター

日程

平成27年6月25日㈭～
平成28年3月17日㈭（全36回）
※8月13日を除く毎週木曜日

平成27年6月26日㈮～
平成28年3月11日㈮（全36回）
※8月14日を除く毎週金曜日

時間 午後2時～ 3時 午前10時～ 11時

対象 おおむね65歳以上の市民　30人

内容 梨トレ体操・脚や腕の筋力向上運動など

持ち物 タオル・飲み物・筆記用具

参加費 無料

■申・■問　「介護予防講演会」は5月29日㈮までに、「いきいき夢教室」は
6月5日㈮までに電話かファクスまたはEメールで高齢者福祉課高齢者支
援班　☎（497）3484・N（492）3033・{koureisya-fukusi@city.shiroi.
chiba.jpへ

福田佳奈子さん

私のまちのかかりつけ医
ちよだクリニック　眞鍋千穂医師
●先生の専門分野を教えてください
　専門は眼科です。以前は麻酔科医をしていましたが、患者さんの診察
や治療に最初から最後まで関わりたいと思い、眼科医になりました。
　白内障や緑内障、春は花粉症の患者さんを多く診療しています。当ク
リニックで整形外科の手術がある時は、麻酔を担当しています。
●診察するときのモットーや心がけていることは
　患者さんに説明するときに、わかりやすい言葉でゆっくりと話すよう
にしています。
　また、患者さんは時間と労力をかけて来院されますので、患者さんが心配に思っていることを少し
でも改善でき、来てよかったと感じてもらえるように心がけています。
●趣味や休日の過ごし方を教えてください
　家に帰れば２児の母なので、平日は朝早く起き、子どものお弁当を作り、洗濯をしてから家を出て
います。休日は平日にやり残した家事をしたり、家族とゆっくり過ごすようにしています。
●患者さんへのメッセージをお願いします
　白内障や緑内障などの目の病気は、見えにくい、視野が欠けているなどの自覚症状として出てくる
ときにはかなり進行していることがあります。40歳を過ぎたら、症状がなくても年に1回は眼科で目の
検診をしてほしいと思います。特に高血圧症や糖尿病などの内科疾患がある人は目の病気になりやす
く、進み方も早いため、症状のないうちに検診を受けていただきたいです。
　発症後すぐなら治せるものが、受診が1日遅れるだけで失明してしまうこともあります。急に目が見
えづらくなったなどの症状があったら、すぐに受診してください。

ちよだクリニック　根76－8　☎（491）0221

眞鍋千穂医師

緒
に
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
13
日
㈯
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
50
分

場
所
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ふ
れ

ん
ど
（
南
山
保
育
園
内
）　

対
象
　
市
内
在
住
の
1
歳
か
ら
就
学

前
ま
で
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者
　

30
組
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
幼
児
体
育
指
導
員
　
片
岡
正

幸
さ
ん

申
・
問

　
本
日
の
午
前
9
時
か
ら
電

話
か
直
接
ふ
れ
ん
ど
　
☎
（
4
9
1
）

1
1
3
1
へ

　市では、4月13日に27人の委員を委嘱しました。
　任期は平成27年4月1日から平成29年3月31日までの2年で、委員は次の皆さんです。
【スポーツ推進委員（順不同・敬称略）】
　張貝正夫、石﨑忠和、河本静枝、坂野陽子、上條明美、鶴岡忠幸、川上美津子、山本久男、川上美則、
　伊東政信、朝倉恵美子、小圷吉美、坂本弘之、青木稔、稲垣雅也、森川拓、石井薫、笠井京子、
　逸見輝雄、大石重男、鈴木芳雄、有本駒子、伊東里恵、上野美佳、川口順子、保科孝典、宮地利枝
【スポーツ推進委員とは】
　スポーツ推進委員は市の非常勤職員で、地域住民が気軽にスポーツやレクリエーション活動に参加
できるような生涯スポーツ活動の盛んなまちづくりを推進し、スポーツ・レクリエーション祭などの
主催事業のほか、白井スポーツフェスタや梨マラソンなどイベントへの協力、総合型地域スポーツク
ラブの運営や設立、スポーツ指導者の養成などで活躍し、健康で明るい地域社会の形成に貢献してい
ます。
■問　生涯学習課スポーツ振興班　内線3434

二
ー
ト
・
ひ
き
こ
も
り

相
談
会

　
相
談
会
で
は
専
門
的
な
知
識
を
持

つ
精
神
保
健
福
祉
士
が
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
い
、
必
要
に
応
じ
て
関
係
機
関

へ
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

日
程
・
場
所
　
6
月
8
日
㈪
・
保
健

福
祉
セ
ン
タ
ー
、
6
月
26
日
㈮
・
西

白
井
複
合
セ
ン
タ
ー

相
談
時
間

　
1
件
目
・
午
後
6
時
20

分
〜
7
時
30
分
、
2
件
目
・
午
後
7

時
40
分
〜
8
時
50
分

対
象

　
市
内
在
住
の
中
学
校
を
卒
業

し
た
15
歳
か
ら
39
歳
ま
で
の
人
か
そ

の
保
護
者
・
家
族

受
付
件
数
　
2
件
（
予
約
優
先
）

相
談
料
　
無
料

申
・
問

　
相
談
会
に
参
加
す
る
人
の

氏
名
、
電
話
番
号
、
住
ん
で
い
る
地

区
、
相
談
し
た
い
人
と
の
続
柄
を
、

電
話
ま
た
は
E
メ
ー
ル
で
生
涯
学
習

課
社
会
教
育
班
　
内
線
3
4
3
1
・

 sy
o
u
g
a
i-g
a
k
u
sy
u
u
@

city
.sh
iroi.ch

iba.jp

へ

スポーツ推進委員を委嘱しました

「楽トレいきいき夢教室」参加者募集
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趣
味
・
教
養
・
学
習

公  

香
り
を
楽
し
む
「
ね

り
香
」
づ
く
り

　
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
や
レ
モ
ン
の
香
り

体
験
と
、
好
き
な
香
り
の
精
油
を
使

っ
て
「
ね
り
香
」
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
21
日
㈭
　
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
ア
ロ
マ
サ
ー
ク
ル
「C

h
ou

C
h
ou

（
シ
ュ
シ
ュ
）」
の
皆
さ
ん

持
ち
物
　
筆
記
用
具

参
加
費
　
7
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
前
日
ま
で
に
参
加
費
持
参
の
上
、

直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

公  

こ
け
玉
ナ
イ
ト
ス

ク
ー
ル

　
仕
事
帰
り
に
「
こ
け
玉
」
作
り
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
25
日
㈪
　
午
後
6
時
〜
8
時

対
象
　
一
般
　
15
人
（
申
し
込
み
順
）

持
ち
物
　
タ
オ
ル
、
エ
プ
ロ
ン
、
持

ち
帰
り
用
の
袋

参
加
費
　
2
、
0
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
21
日
㈭
ま
で
に
参
加
費
持
参
の

上
、
直
接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

西  

職
人
に
よ
る
手
作
り

和
菓
子
教
室

　
ア
ジ
サ
イ
を
か
た
ど
っ
た
和
菓
子

を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
6
日
㈯
　
午
前
10
時
〜

午
後
1
時

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
菓
匠
松
久
　
石
井
輝
章
店
主

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

参
加
費

　
6
0
0
円
（
材
料
費
）

申
　
5
月
30
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

西  

リ
フ
レ
ク
ソ
ロ
ジ
ー

講
習

　
足
の
反
射
区
を
刺
激
し
て
、
自
然

治
癒
力
を
高
め
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
9
日
㈫
　
午
前
10
時
〜

正
午

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

講
師
　
国
際
若じ

ゃ
く
せ
き石
健
康
研
究
会
リ
フ

レ
ク
ソ
ロ
ジ
ス
ト
　
湯
浅
厚
代
さ
ん

持
ち
物
　
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
2
枚
、

ハ
ン
ド
ク
リ
ー
ム

参
加
費
　
1
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

申
　
6
月
2
日
㈫
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

ボ  

初
級
傾
聴
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座

　
相
手
に
寄
り
添
い
話
を
聴
き
、
相

手
の
気
持
ち
を
深
く
理
解
す
る
「
傾

聴
」
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識
と
技

術
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
高
齢

者
施
設
で
の
体
験
実
習
も
行
い
ま
す
。

日
時
　
6
月
12
日
・
19
日
・
26
日
、

7
月
3
日
・
10
日
（
各
金
曜
日
・
全

5
回
）　
午
前
9
時
30
分
〜
正
午

場
所

　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般

　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費

　
2
、
0
0
0
円
（
資
料
代
）

申
　
6
月
5
日
㈮
ま
で
に
電
話
で
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ

福  

カ
ジ
ダ
ン
・
イ
ク
メ

ン
＆
イ
ク
ジ
イ
写
真
展

　
家
事
に
積
極
的
な
男
性
（
カ
ジ
ダ

ン
）
や
育
児
を
楽
し
む
男
性
（
イ
ク

メ
ン
）、
孫
育
て
に
積
極
的
に
関
わ

る
男
性
（
イ
ク
ジ
イ
）
を
撮
影
し
た

作
品
を
募
集
し
ま
す
。
入
賞
者
に
は

景
品
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
、
応
募
作
品
は

6
月
23
日
㈫
か
ら
29
日
㈪
ま
で
の
男

女
共
同
参
画
週
間
中
に
展
示
し
ま
す
。

申
　
6
月
10
日
㈬
（
消
印
有
効
）
ま

で
に
所
定
の
応
募
用
紙
（
市
社
会
福

祉
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
青
少

年
女
性
セ
ン
タ
ー
に
あ
り
ま
す
）
に

写
真
を
貼
り
、
必
要
事
項
を
記
入
の

上
、
郵
送
か
メ
ー
ル
、
直
接
青
少
年

女
性
セ
ン
タ
ー
・ fu

k
u
sh
i-ce

n
ter@

bz04.plala.or.jp

へ

〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰〰

教
育
委
員
会
コ
ー
ナ
ー

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

上か
み
な
が
と
ろ

長
殿
の
半
鐘

　
半
鐘
と
は
小
型
の
釣
鐘
の
こ
と

で
す
。
寺
院
に
あ
る
通
常
の
釣
鐘

は
「
梵

ぼ
ん

鐘し
ょ
う」
と
呼
ば
れ
ま
す
が
、

市
内
で
は
江
戸
時
代
の
梵
鐘
は
戦

時
中
に
供
出
さ
れ
て
し
ま
い
残
さ

れ
て
い
ま
せ
ん
。
上
長
殿
の
半
鐘

は
市
内
に
残
さ
れ
た
釣
鐘
の
中
で

最
も
古
い
も
の
で
、
江
戸
時
代
の

宝
永
7
（
1
7
1
0
）
年
に
鋳
造

さ
れ
た
も
の
で
す
。
半
鐘
は
火
の

見
櫓

や
ぐ
らに
掛
け
ら
れ
災
害
を
知
ら
せ

る
際
に
使
わ
れ
る
こ
と
が
多
く
、

こ
の
半
鐘
も
以
前
は
火
の
見
櫓
に

掛
か
っ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は

郷
土
資
料
館
で
常
設
展
示
さ
れ
て

い
ま
す
。
な
お
「
長
殿
」
は
、
か

つ
て
白
井
市
復
に
あ
っ
た
村
名
で
、

南
側
を
上
長
殿
、
北
側
を
下
長
殿

と
呼
ん
で
い
ま
す
。

　
上
長
殿
の
半
鐘
は
高
さ
66
・
8

㌢
㍍
、
口
径
39
・
0
㌢
㍍
で
、
2

段
組
で
鋳
上
げ
ら
れ
た
銅
製
の
鐘

で
す
。
厚
み
は
1
・
2
㌢
㍍
と
分

厚
く
か
な
り
の
重
量
が
あ
り
ま
す
。

　「
竜

り
ゅ
う
頭ず

」
と
呼
ば
れ
る
釣
り
手

の
部
分
は
、
宝
珠
と
2
匹
の
龍
が

き
ち
ん
と
表
現
さ
れ
て
い
ま
す
。

上
帯
は
無
文
と
し
、「
乳ち

」
と
呼

ば
れ
る
突
起
が
4
つ
の
区
画
（
乳

の
間
）
に
そ
れ
ぞ
れ
4
段
4
列
、

総
計
64
個
配
置
さ
れ
ま
す
。
乳
の

下
に
あ
る
4
つ
の
区
画
（
池
の
間
）

内
の
2
区
画
に
は
銘
文
が
刻
ま
れ

ま
す
。
鐘
を
た
た
く
た
め
に
設
け

ら
れ
た
2
個
の
撞つ

き
座ざ

は
竜
頭
の
方

向
と
平
行
に
位
置
し
、
8
葉
複
弁

の
蓮は

す
の
花
を
か
た
ど
り
ま
す
。
下

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
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帯
は
唐
草
文
と
し
ま
す
。

　
銘
文
に
よ
る
と
、こ
の
半
鐘（
鐘

の
原
文
で
は
「
飯
鐘
」）
は
宝
永

7
年
3
月
に
長
殿
村
の
名
主
だ
っ

た
伊
藤
隼
人
が
、
江
戸
深
川
に
住

む
田
中
政
春
に
鋳
造
さ
せ
た
も
の

で
、
当
時
印
西
三
十
三
所
の
三
十

一
番
目
の
札
所
だ
っ
た
長
殿
村
の

観
音
堂
（
現
上
長
殿
地
区
集
会
所
）

に
掛
け
る
た
め
に
製
作
さ
れ
た
事

が
分
か
り
ま
す
。
な
お
、
田
中
鋳

物
師
は
江
戸
前
〜
中
期
に
系
譜
が

追
え
、
そ
の
中
で
も
田
中
政
春
作

の
釣
鐘
は
元
禄
9
（
1
6
9
6
）

年
か
ら
享
保
9
（
1
7
2
4
）
年

に
製
作
さ
れ
た
も
の
が
銚
子
市
高

福
寺
・
東
光
寺
、
い
す
み
市
照
願

寺
、
青
森
県
む
つ
市
寶ほ

う
こ
く國
寺
・
本

門
寺
で
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。
白

井
市
の
例
は
全
国
で
6
例
目
の
発

見
で
、
現
存
す
る
政
春
の
作
の
中

で
は
2
番
目
に
古
い
も
の
で
す
。

　
上
長
殿
の
半
鐘
は
市
内
最
古
の

釣
鐘
と
し
て
市
の
歴
史
上
重
要
な

も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
27

年
3
月
23
日
付
で
市
指
定
文
化
財

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

問
　
文
化
課
文
化
班
☎
（
4
9
2
）

1
1
2
3

上長殿の半鐘（右）と銘文（左）

　市では青少年の国際理解を深め、国際的視野を広め
るために毎年中学生をオーストラリアの友好都市キャ
ンパスピ市とブリンバンク市の学校へ派遣しており、
今年で23年目を迎えます。
　派遣先の学校が立てた計画に沿って授業や校外学習
へ参加し、ホストファミリーの家庭へホームステイを
行いますので、国際交流に関心のある私立中学校など
へ通っている中学生の参加者を募集します。
※国際情勢などの影響で、予定が変更になる場合もあ
ります。
日程　8月17日㈪～ 27日㈭（10泊11日）
対象　市内在住の私立中学校に通う中学2・3年生　2人
（作文および面接などにより選考します）
※市立中学校に通う生徒の参加者は、各中学校を通じ
て募集しています。
費用　約19万円（個人負担約15万円、補助金4万円）
■申・■問　5月29日㈮までに所定の用紙（市または市教育
センター室のホームページにあります）に必要事項を
記入の上、ファクスかEメール、直接教育センター室
内線3471・ （492）6377・  kyouiku-center@city.shi
roi.chiba.jpへ

第23回白井市青少年海外
派遣参加者募集

～～～～自自分分ににチャレンジ！～
房房房房総総アアドベンチャー参加者者募募集集集集

　市では、自分たちで立てた計画に基づいて行動する「房総アドベンチャー」を実施し
ます。
　房総アドベンチャーは自分で課題を見つけ、学び、考え、自らが主体的に判断や行動し、
問題を解決することや仲間と協調し思いやる心などを身に付け、豊かな人間性を養うこ
と、そして「生きる力」を身に付けることを目的としています。
　宿泊はテント、食事は自炊となり、自然や文化に触れ合いながら、自分たちで立てた
計画に基づいて5泊6日の生活をします。宿泊地は市で指定し、目的地までの移動は公共
交通機関を利用しますが、1日に長い距離を歩くこともあります。
日程　7月25日㈯～ 30日㈭（5泊6日）
※事業に必要な知識や技術を習得するため、7月4日㈯・5日㈰に1泊2日の事前研修を行
います。
対象　市内在住・在学の小学5年生～高校生　24人（男女の応募数により班を調整し、
応募者多数の場合は抽選）
持ち物　寝袋（タオルケットなども可）、食器、雨具、着替え
参加費　小学生　9,000円、中学生以上　13,000円
※金額は変更になる場合があります。
■申・■問　6月5日㈮（必着）までに往復はがきに住所、氏名、学校名、学年、性別、生年
月日、保護者氏名、電話番号を記入の上、郵送で生涯学習課「房総アドベンチャー係」
内線3433へ

平和を願いながら一緒に折り鶴作り

房総アドベンチャー随行ボランティア募集
　子どもたち（1班につき3～ 4人）に随行し、安全の見守りや活動の助言・指導
を行う、全日程参加できる随行ボランティアを募集します。
　随行するにあたり、事前に必要な基礎研修を実施し、交通費や食費、通信費は
支給します。
対象　①青少年の育成や体験活動への指導などに興味がある人　4人
　　　②教師などを目指している学生　6人（高校卒業以上）
　　　※応募者多数の場合は、選考基準により選考します。
■申・■問　6月12日㈮までにはがきかEメールで住所、氏名、電話番号、年齢、性別、
青少年の育成経験の有無、野外活動指導経験の有無を記入の上、生涯学習課「房
総アドベンチャー係」内線3433・{ syougai-gakusyuu@city.shiroi.chiba.jpへ
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　タイトルの上にある西などは次の場所や
申し込み・問い合わせ先を示しています。
西西白井複合センター（月曜日休館）
〒270-1435、清水口1-2-1☎（492）1011
駅白井駅前センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（497）1151
冨冨士センター（月曜日休館）
〒270-1432、冨士239-2☎（446）1911
公公民センター（日曜日休館）
〒270-1406、中98-17☎（492）5266
桜桜台センター（月曜日休館）
〒270-1412、桜台2-14☎（491）7111
福福祉センター・青少年女性センター（日
曜日休館）
〒270-1415、清戸766-1☎（492）2022
シシルバー人材センター（土・日曜日休館）
〒270-1415、清戸765-2☎（498）1717
社社会福祉協議会（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5713
ボボランティアセンター（土・日曜日休所）
〒270-1492、保健福祉センター内　☎（492）
5716
活市民活動推進センター（月曜日休館）
〒270-1424、堀込1-2-2☎（498）0705
コ白井コミュニティセンター（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）1505
白白井児童館（火曜日休館）
〒270-1422、復1458-1☎（491）0166
※祝日・年末年始はすべて休館（所）です。
　定期的に実施されている児童館事業などは
掲載していないものもありますので、児童館
だより（各センターにあります）や市ホーム
ページで確認してください。

セ

ン

タ

ー

だ

よ

り

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

イ

ベ

ン

ト

募
集
・
伝
言
板

◆
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ち

び
っ
子
マ
ル
シ
ェ
」
開
店

　
白
井
の
採
れ
た
て
野
菜
、
名
産
品

を
使
っ
た
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
が

並
ぶ
「
白
井
マ
ル
シ
ェ
」
や
子
ど
も

た
ち
が
1
日
店
長
に
な
る
「
ち
び
っ

子
フ
リ
マ
」
を
開
催
し
ま
す
。

　
親
子
で
参
加
で
き
る
「
竹
ト
ン
ボ

づ
く
り
」や「
ス
ポ
ー
ツ
鬼
ご
っ
こ
」

体
験
も
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
方
法

は
し
ろ
い
青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
前
10
時
〜
午
後

2
時
30
分
　
場
所
　
根
8
0
0
|
1

8
9

　
参
加
費
　
無
料

問
　
ス
タ
イ
ル
プ
ラ
ス
㈱
内
し
ろ
い

青
空
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
務
局
☎
0
3

（
6
4
3
4
）
5
5
8
1
（
平
日
の

午
前
10
時
〜
午
後
5
時
）

◆
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
さ
ん
こ
ん
に
ち
は

　
パ
イ
プ
オ
ル
ガ
ン
の
演
奏
と
歌
を

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

　
ど
な
た
で
も
事
前
申
し
込
み
な
く

参
加
で
き
、
希
望
者
は
パ
イ
プ
オ
ル

ガ
ン
の
試
奏
も
で
き
ま
す
。

日
時
　
23
日
㈯
　
午
後
1
時
30
分
〜

3
時

　
場
所

　
東
京
基
督
教
大
学
内

チ
ャ
ペ
ル
（
印
西
市
）　
入
場
料

　

無
料

問
　
東
京
基
督
教
大
学
教
会
音
楽
ア

カ
デ
ミ
ー
☎
0
4
7
6
（
4
6
）
1

1
3
1

◆
労
災
職
業
病
な
ん
で
も
相
談
会

　
弁
護
士
、社
会
保
険
労
務
士
、ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
が
無
料
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

日
時

　
30
日
㈯

　
午
後
1
時
〜
4
時

場
所

　
船
橋
市
勤
労
市
民
セ
ン
タ
ー

対
象

　
一
般
（
予
約
不
要
）

問
　
千
葉
中
央
法
律
事
務
所
☎
0
4

3
（
2
2
5
）
4
5
6
7

◆
家
庭
倫
理
講
演
会

　「
生
き
ぬ
く
力
」
を
テ
ー
マ
と
し

た
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
31
日
㈰
　
午
後
2
時
30
分
〜

4
時
10
分
　
場
所
　
ホ
テ
ル
マ
ー
ク

ワ
ン
C
N
T
（
印
西
市
）　
対
象
　

一
般
　
講
師
　
一
般
社
団
法
人
倫
理

研
究
所
　
仲
な
か
ん
だ
か
り

村
渠
ト
ミ
子
　
参
加
費

1
、
0
0
0
円
（
資
料
代
ほ
か
）

問
　
大
熊
☎
（
4
4
4
）
0
7
3
6

◆
平
成
28
年
3
月
新
規
学
校
卒
業
予

定
者
求
人
等
説
明
会

　
事
業
者
向
け
に
、
新
規
学
校
卒
業

予
定
者
の
求
人
取
り
扱
い
な
ど
に
つ

い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時

　
6
月
1
日
㈪

　
午
後
2
時
〜

4
時
30
分

　
場
所

　
船
橋
市
民
文
化

創
造
館
「
き
ら
ら
ホ
ー
ル
」

問
　
船
橋
公
共
職
業
安
定
所
☎
0
4

7
（
4
3
1
）
8
2
8
7

◆
太
極
拳
無
料
体
験
教
室

　
自
転
車
で
坂
道
を
登
る
よ
り
も
筋

肉
を
鍛
え
ら
れ
る
効
果
が
あ
り
ま
す
。

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
6
月
4
日
・
11
日
・
18
日
・

25
日
（
各
木
曜
日
）　
午
前
10
時
〜

正
午

　
場
所

　
白
井
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー

問
　
太
極
白
井
　
藤
野
☎
0
9
0

（
9
3
0
5
）
2
8
4
7

◆
初
夏
の
野
に
咲
く
花
々
の
観
察
会

　「
初
夏
の
野
に
咲
く
花
々
」を
テ
ー

マ
に
自
然
観
察
会
を
行
い
ま
す
。

日
時

　
6
月
6
日
㈯

　
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分
（
雨
天
中
止
）　

集
合
場
所
　
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
清
戸
）

対
象
　
一
般
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

参
加
費
　
1
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
電
話
か
メ
ー
ル
で
N
P
O

法
人
谷
田
武
西
の
原
っ
ぱ
と
森
の
会

松
永
☎
（
4
9
1
）
6
3
6
5
・

ym
harappa@

yahoo.co.jp

へ

◆
ち
ば
I
B
D
潰
瘍
性
大
腸
炎
＆
ク

ロ
ー
ン
病
医
療
講
演
会

　
東
京
医
科
歯
科
大
学
医
学
部
の
斎

藤
恵
子
栄
養
士
に
よ
る
「
潰
瘍
性
大

腸
炎
と
ク
ロ
ー
ン
病
の
Q
O
L
を
向

上
さ
せ
る
食
事
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

講
演
会
と
交
流
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス 

白
い
花
」

会
員
募
集

　
認
知
症
予
防
に
役
立
つ
「
ウ
オ
ー

キ
ン
グ
」
と
「
脳
ト
レ
」
を
気
軽
に

楽
し
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
毎
月
第
1
・
3
水
曜
日
　
午

後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分
　
場
所
　

西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
ほ
か
　
会
費

1
、
0
0
0
円
（
半
年
分
）

問
　
土
屋
☎
0
9
0
（
6
3
0
3
）

8
5
5
4

◆
冨
士
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

　
囲
碁
の
対
局
を
通
じ
て
、
棋
力
の

向
上
と
親
睦
を
深
め
ま
せ
ん
か
。

　
高
齢
者
中
心
の
同
好
会
で
す
。
見

学
は
随
時
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
詳

細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

日
時

　
毎
週
土
曜
日

　
午
後
1
時
〜

場
所

　
冨
士
セ
ン
タ
ー

　
入
会
金

1
、0
0
0
円

　
月
会
費

　
3
0
0
円

問
　
足
立
☎
（
4
9
7
）
1
3
3
6

◆
演
劇
出
演
者
募
集

　「
兎

う
さ
ぎと
、
鰐わ

に
ざ
め鮫
と
、
大
黒
様
」
に

元
気
な
う
さ
ぎ
役
で
出
演
す
る
小
学

生
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
　
30
日
㈯
か
ら
月
2
回
　
午
前

10
時
〜
正
午
　
場
所
　
冨
士
セ
ン
タ

ー
　
月
会
費
　
5
0
0
円
（
施
設
使

用
料
ほ
か
）

問
　
英
語
劇
（
楽
劇
）　
中
村
☎

（
4
4
3
）
8
6
4
5

◆
「
春
季
市
民
卓
球
大
会
・
講
習
会
」

参
加
者
募
集

　
年
に
1
度
の
卓
球
市
民
チ
ャ
ン
ピ

オ
ン
を
決
め
る
大
会
で
す
。
初
心
者

の
部
や
講
習
会
も
行
い
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

日
時
　
6
月
21
日
㈰
　
午
前
9
時
〜

（
受
け
付
け
　
午
前
8
時
30
分
〜
）

場
所
　
大
山
口
中
学
校
　
対
象
　
市

内
在
住
・
在
勤
・
在
学
者
　
種
目
　

一
般
男
女
シ
ン
グ
ル
ス
、
壮
年
男
女

シ
ン
グ
ル
ス
（
50
歳
以
上
）、
初
心

者
の
部
（
卓
球
講
習
会
含
む
）　
参

加
費
　
5
0
0
円
（
見
学
ま
た
は
講

習
会
の
み
の
参
加
は
無
料
）

申
・
問

　
6
月
5
日
㈮
ま
で
に
氏
名
、

年
齢
、
性
別
、
住
所
、
電
話
番
号
、

種
目
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

で
小
泉
☎
・

（
4
4
6
）
6
1
2

6
・ sh

iroi_tableten
n
is@

y
ah
oo.co.jp

へ

◆
「
市
民
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会
」
参

加
者
募
集

日
時
　
6
月
21
日
㈰
（
予
備
日
　
28

日
㈰
）　
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5

時
　
場
所

　
白
井
運
動
公
園

　
対
象

市
内
在
住
・
在
勤
者
お
よ
び
市
ソ
フ

ト
テ
ニ
ス
連
盟
会
員

　
種
目
　
一
般

ダ
ブ
ル
ス
1
〜
3
部
（
男
女
別
、
高

校
生
含
む
）　
参
加
費
　
1
人
1
、

0
0
0
円
（
高
校
生
1
人
8
0
0
円
）

申
・
問

　
6
月
8
日
㈪
ま
で
に
電
話

で
市
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
猪
野
☎

（
4
9
1
）
1
4
4
4
へ

日
時
　
6
月
28
日
㈰
　
午
後
1
時
〜

4
時
（
受
け
付
け
　
午
後
0
時
15
分

〜
）　
場
所
　
船
橋
市
中
央
公
民
館

対
象
　
一
般
　
1
0
0
人
（
申
し
込

み
順
）　
参
加
費
　
5
0
0
円
（
資

料
代
）

申
・
問

　
6
月
13
日
㈯
ま
で
に
郵
便

番
号
、
住
所
、
電
話
番
号
、
メ
ー
ル

ア
ド
レ
ス
、
参
加
者
全
員
の
氏
名
・

年
齢
、
病
名
と
発
症
年
、
交
流
会
へ

の
参
加
の
有
無
、
講
師
へ
の
質
問
を

往
復
は
が
き
か
メ
ー
ル
で
〒
2
7
7

―
0
0
0
5

　
柏
市
柏
9
6
7
―
8

竹
井
京
子
・ ch

iba_ibd@
y
a

h
oo.co.jp

へ

◆
夏
の
お
も
て
な
し
料
理

　
夏
ら
し
い
料
理
を
作
り
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
25
日
㈭
・
26
日
㈮
　
午

前
10
時
〜
午
後
1
時
　
対
象
　
一
般

各
日
12
人
（
申
し
込
み
順
）　
参
加

費
　
1
、
3
0
0
円
（
保
険
代
ほ
か
）

申
・
問

　
開
催
日
の
1
カ
月
前
の
午

前
9
時
か
ら
電
話
か
直
接
千
葉
県
立

北
総
花
の
丘
公
園
☎
0
4
7
6
（
4

7
）
4
0
3
0
へ

子

育

て

高

齢

者

公 
2
歳
児「
う
さ
ぎ
さ
ん
」

　
暑
い
夏
に
向
け
て
、
親
子
で
楽
し

く
か
わ
い
い
う
ち
わ
を
作
り
ま
し
ょ

う
。

日
時
　
6
月
1
日
㈪
　
午
前
10
時
30

分
〜
11
時
30
分

対
象
　
平
成
24
年
4
月
2
日
か
ら
平

成
25
年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

子
と
そ
の
保
護
者
　
10
組
（
申
し
込

み
順
）

申
　
5
月
29
日
㈮
ま
で
に
電
話
か
直

接
公
民
セ
ン
タ
ー
へ

シ  

会
員
募
集
説
明
会

　
長
年
培
っ
た
知
識
や
経
験
を
生
か

し
な
が
ら
、
健
康
や
生
き
が
い
の
た

め
に
仕
事
を
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　
心
身
と
も
に
健
康
で
働
く
意
欲
の

あ
る
人
を
対
象
と
し
た
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
。

日
時
　
28
日
㈭
　
午
前
10
時
〜

場
所
　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
　
市
内
在
住
の
原
則
60
歳
以
上

（
自
由
参
加
）

福  

健
康
体
操
講
座

　
脳
ト
レ
や
音
楽
を
取
り
入
れ
な
が

ら
、
簡
単
な
体
操
、
ス
ト
レ
ッ
チ
、

ボ
ク
サ
サ
イ
ズ
を
行
い
ま
す
。

　
運
動
不
足
の
人
や
体
を
動
か
し
た

い
人
な
ど
、
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時
　
6
月
2
日
・
16
日
・
30
日
、

7
月
7
日
・
21
日
、
9
月
1
日
・
15

日
・
29
日
、
10
月
6
日
・
20
日
、
11

月
17
日
、
12
月
1
日
（
各
火
曜
日
・

全
12
回
）　
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

対
象
　
市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳

以
上

　
30
人
（
応
募
者
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

講
師

　
ス
ポ
ー
ツ
プ
ロ
グ
ラ
マ
ー

　

川
合
琢
也
さ
ん

持
ち
物

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
室
内

用
運
動
靴

申
　
5
月
23
日
㈯
ま
で
に
電
話
か
直

接
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

社  「
ふ
れ
あ
い
弁
当
」

を
届
け
ま
す

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
宅
へ
、
ふ

れ
あ
い
食
事
運
営
委
員
が
作
っ
た
季

節
の
弁
当
と
花
を
無
料
で
届
け
ま
す

の
で
、
希
望
す
る
人
は
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

　
な
お
市
給
食
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者

は
申
し
込
み
で
き
ま
せ
ん
。

日
程

　
6
月
5
日
㈮

※
正
午
か
ら
午
後
1
時
ご
ろ
ま
で
に

自
宅
へ
届
け
ま
す
。

対
象

　
80
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
の

人
　
20
人
（
申
し
込
み
順
）

申
　
5
月
25
日
㈪
ま
で
に
電
話
で
社

会
福
祉
協
議
会
へ

子

ど

も

桜  

子
ど
も
囲
碁
・
将
棋

教
室

　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
が
優
し

く
教
え
て
く
れ
ま
す
の
で
、
初
め
て

の
子
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
　
5
月
23
日
、
6
月
27
日
、
7

月
25
日
、
8
月
22
日
（
各
土
曜
日
）

午
後
1
時
30
分
〜
3
時
30
分

※
日
程
を
変
更
す
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
事
前
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
。

対
象

　
市
内
在
住
の
小
学
生
（
自
由

参
加
）

西  

あ
ぐ
り
キ
ッ
ズ

　
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
で
サ
ツ
マ

イ
モ
を
作
っ
て
、
収
穫
を
目
指
そ
う
。

日
時
　
6
月
14
日
㈰
か
ら
12
月
ま
で

の
毎
月
第
2
日
曜
日
（
全
5
回
・
8
、

10
月
は
休
み
）　
午
前
10
時
〜
正
午

対
象
　
小
学
生
　
10
人
（
申
し
込
み

順
）

持
ち
物
　
帽
子
、
軍
手
、
飲
み
物

申
　
5
月
31
日
㈰
ま
で
に
電
話
か
直

接
西
白
井
複
合
セ
ン
タ
ー
へ

季節の弁当と花

日程表
日程 時間 内容

6月7日㈰ 13：30～ 15：30農園体験（小雨決行）
6月20日㈯ 13：30～ 15：30ブルーベリー摘み（小雨決行）
7月4日㈯ 13：30～ 15：30地域を歩こう（小雨決行）

8月6日㈭ 10：00～ 14：30福祉センター「納涼祭」のボランティア体験

9月5日㈯ 13：30～ 15：30梨マフィン作り

 桜  さくらだいクラブ～白井探検隊～
　自分が住んでいる「白井」を探検してみよう。
日程・時間・内容　下表のとおり（全5回）
集合場所　桜台センター
対象　市内在住の小・中学生　12人（申し込み順）
持ち物　飲み物、タオル
参加費　1,200円（材料費ほか）
■申　5月24日㈰までに電話か直接桜台センターへ

2015.5.157



古紙パルプ配合率70％再生紙を使用

2015.5.15
8

み ん な の ひ ろ ば

　

経
験
や
知
識
を
持
つ
人
々
が
集
ま

る
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
主
婦
を
含

め
た
一
般
の
人
に
も
、
出
店
す
る

人
に
も
交
流
、
勉
強
の
場
に
な
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
私
も
実
行
委

員
と
し
て
他
の
委
員
と
話
す
こ
と

で
勉
強
し
て
い
ま
す
。
気
軽
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
、
自
分
自
身
の

し
た
い
こ
と
、
あ
り
の
ま
ま
の
姿

を
見
つ
け
て
欲
し
い
で
す
。

※
「
白
井
フ
ェ
ミ
ナ
ス
♡
＋
」
は
、

「
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
る
」
ヒ
ン

ト
を
見
つ
け
る
、「
講
演
＋
マ
ル

シ
ェ
＋
子
育
て
情
報
」
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
た
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

6
月
13
日
㈯
　
午
前
9
時
30
分
〜

青
少
年
女
性
セ
ン
タ
ー
で
開
催

川
嶋
之
絵
さ
ん
ブ
ロ
グ
（h

ttp:

//am
eblo.jp/lu

m
iere20

12/

）

問
　
企
画
政
策
課
男
女
共
同
参
画

室
　
内
線
3
3
5
4

　4月11日・14日に、テレビ朝
日の番組「美味しい百景」の
撮影が行われました。
　この番組は、美しい風景の
そばで暮らす人々を訪ね、そ
の生活の奥にある「食」を見
せる美しくて美味しいドキュ
メント番組です。
　撮影は、白井コミュニティ
センター職員の伊藤さんと梨
農家の根本さん夫婦の協力で
行われました。
　伊藤さんが第一小学校学童
保育所で絵本の読み聞かせを
行っているシーンや、満開の
花が咲き誇る梨畑の風景と伊
藤さんが作る心まで温かくな
る料理が見どころです。
　家族でご覧ください。
放送予定日　「テレビ朝日」
5月16日㈯　9：55 ～ 10：00　
再放送　「BS朝日」　
22日㈮　21：54 ～ 22：00
23日㈯　20：54 ～ 21：00　

テレビ朝日「美
お い

味しい百景」の撮影が行われました
白井在住の伊藤みどりさんが白井の魅力を発信！

　3月24日、市母子保健推進
員協議会の皆さんが、3月19
日に大手町のサンケイプラザ
で、一般財団法人日本公衆衛
生協会から「第47回衛生教育
奨励賞」受賞の報告に市役所
を訪れました。
　この表彰は、市の母子保健
推進員30人が中心となって実
施している「ベビーサロン　
いっぽいっぽ」という活動の
功績が認められたものです。

　「ベビーサロン　いっぽいっぽ」は、核家族化によ
り「子どもとどのように接したらいいかわからない」
と感じる保護者が増えている中、手遊びや手作りお
もちゃの紹介をとおして、保護者同士でおしゃべり
しながら、子どもと一緒に遊ぶ機会を提供し、「親
子の触れ合いの大切さ」を伝える活動を2カ月に1回、
保健福祉センターで行っています。

■問　健康課母子保健班　☎（497）3495

こ
そ
、
女
性
に
し
か
な
い
視
点
を

持
っ
て
仕
事
を
す
る
こ
と
、
そ
れ

を
生
か
す
こ
と
が
成
功
の
秘
訣
だ

と
思
い
ま
す
。
み
な
生
ま
れ
て
き

た
と
き
に
自
分
の
こ
れ
を
や
り
た

い
と
い
う
「
使
命
」
を
持
っ
て
い

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
成
功
し
て

い
る
人
は
、
使
命
に
気
づ
き
そ
れ

に
沿
っ
て
あ
り
の
ま
ま
に
生
き
ら

れ
て
い
る
人
で
す
。

　
起
業
を
考
え
る
と
き
は
ま
ず
そ

れ
が
自
分
の
本
当
に
や
り
た
い
こ

と
か
、
そ
し
て
、
お
金
や
他
人
の

た
め
で
な
く
自
分
の
た
め
に
な
る

の
は
何
か
を
考
え
て
欲
し
い
で
す
。

自
分
の
た
め
の
こ
と
、
自
分
の
や

り
た
い
こ
と
な
ら
忙
し
く
て
も
納

得
で
き
る
か
ら
で
す
。
そ
れ
か
ら

自
分
の
周
囲
へ
の
影
響
や
起
業
の

規
模
、
出
店
場
所
を
考
え
ま
す
。

今
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ
る
無

料
の
宣
伝
手
段
が
あ
り
、
ハ
ー
ド

　このコーナーで紹介する皆さんの身近な話題をお寄せください。
申・問　秘書広報課広報広聴班　内線3372 ～ 4へ

そ
の
人
本
来
の
力
を

引
き
出
す

　
私
は
、
平
成
24
年
5
月
か
ら
タ

ロ
ッ
ト
占
い
の
自
宅
サ
ロ
ン
を
開

き
、
皆
さ
ん
の
相
談
に
乗
っ
て
い

ま
す
。
も
と
も
と
人
の
話
を
聞
い

た
り
、
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
り
す

る
こ
と
が
好
き
で
し
た
。
市
内
で

幼
稚
園
の
先
生
を
8
年
勤
め
た
こ

と
や
子
育
て
で
得
た
経
験
と
心
理

学
の
知
識
な
ど
を
上
手
に
組
み
合

わ
せ
、
相
談
者
を
良
い
方
向
に
導

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
タ
ロ
ッ

ト
を
使
う
こ
と
で
そ
の
魅
力
を
伝

え
な
が
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
し
て
い

ま
す
が
、
そ
の
際
に
は
そ
の
人
が

自
身
の
力
で
歩
け
る
よ
う
に
ヒ
ン

ト
を
与
え
、
本
来
の
力
を
引
き
出

す
こ
と
を
心
が
け
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
プ
チ
起
業

を
考
え
て
い
る
人
に

　
女
性
は
結
婚
・
出
産
と
い
っ
た

人
生
の
節
目
に
「
変
わ
る
」
こ
と

を
よ
り
要
求
さ
れ
ま
す
。
だ
か
ら

近
い
人
と
集
ま
り
が
ち
で
す
が
、

あ
え
て
自
分
と
違
う
人
や
異
業
種

の
人
と
の
集
ま
り
、
勉
強
会
や
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。
交
流
の
場
に
出
る
こ
と
で
、

自
分
を
よ
り
高
め
る
こ
と
が
で
き
、

人
生
を
よ
り
豊
か
に
輝
か
せ
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

2
0
1
5
白
井
フ
ェ

ミ
ナ
ス
♡
＋
（
ハ
ー

ト
プ
ラ
ス
）に
参
加
！

　
私
が「
白
井
フ
ェ
ミ
ナ
ス
♡
＋
」

の
実
行
委
員
と
な
っ
た
の
は
、
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
と
し
て
と
、
地
域
の
母
親
た
ち

を
応
援
し
た
い
か
ら
で
す
。
20
年

の
縁
が
あ
る
白
井
の
発
展
の
力
に

な
り
た
い
と
い
う
思
い
も
あ
り
ま

す
。

　
プ
チ
起
業
や
自
宅
サ
ロ
ン
を
さ

れ
て
い
る
女
性
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

ル
は
一
見
低
い
よ
う
に
見
え
ま
す

が
、
よ
く
考
え
な
い
と
家
族
や
家

計
に
無
理
が
生
じ
て
し
ま
う
の
で
、

簡
単
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
は
強

調
し
た
い
で
す
。
成
功
す
る
た
め

の
ポ
イ
ン
ト
や
コ
ツ
は
い
ろ
い
ろ

な
人
と
出
会
う
こ
と
、
経
験
者
か

ら
学
ぶ
こ
と
で
す
。
ま
た
、
お
客

さ
ん
に
選
ば
れ
る
た
め
に
は
さ
ま

ざ
ま
な
知
識
な
ど
を
得
て
自
分
を

常
に
高
め
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ

ん
。
女
性
は
と
に
か
く
自
分
に

ス
テ
ッ
プ
！
〜
輝
く
男
女
（
ひ
と
）
こ
こ
に
あ
り
〜
①

川
嶋
之ゆ

き
え絵

さ
ん

母子保健推進員協議会が
「第47回衛生教育奨励賞」を受賞

天
　
白
寿
な
る
寺
の
総
代
仏
生
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込
　
　
　
大
屋
キ
ヌ

地
　
天
と
地
の
あ
は
ひ
は
る
か
に
桜
舞
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士
　
　
　
齋
藤
順
子

人
　
正
調
の
長
持
唄
や
花
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
下
堂
薗
慶
子

【
選
評
】　
天
　
な
ん
と
も
お
め
で
た
い
。
白
寿
の
総
代
が
居
る
寺

も
由
緒
有
る
寺
と
思
わ
れ
る
。
そ
う
で
な
く
と
も
百
年
近
く
大
切

に
守
っ
て
来
た
檀
家
達
の
信
仰
心
は
熱
い
。
仏
生
会
も
大
変
に
良

い
。
地
　「
あ
は
ひ
」
と
は
間
の
事
で
天
と
地
、
乾け

ん
こ
ん坤

の
間
を
吹

雪
と
な
っ
て
花
が
散
る
。
壮
大
な
景
を
詠
ん
だ
感
動
的
な
句
で
あ

る
。
人
　
正
調
で
あ
る
事
が
良
い
。
歌
う
人
の
古
里
の
唄
と
思
え

る
。
花
見
の
宴
か
、
春
の
集
い
か
人
々
の
要
望
に
応
え
て
朗
々
と

唄
い
上
げ
る
声
が
聞
こ
え
そ
う
だ
。

春
の
川
ゆ
ら
り
と
鯉
の
影
太
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山
　
　
　
上
野
寛
義

千
年
の
命
を
つ
な
ぐ
里
桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
大
橋
　
茂

せ
せ
ら
ぎ
の
音
ひ
そ
や
か
に
花
曇
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
西
白
井
　
　
増
子
桂
子

花
終
え
て
老
樹
安
堵
の
う
す
緑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
清
水
口
　
　
松
村
　
猛

も
の
の
芽
の
ほ
ぐ
る
る
先
の
光
り
を
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
柳
沢

　
純

雅
叙
苑
の
百
階
段
や
花
の
宴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
堀
込

　
　
　
山
川
純
子

御
仏
に
癒
さ
れ
帰
る
桜
み
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
南
山

　
　
　
山
下
じ
ゅ
ん
子

医
療
事
故
と
無
縁
に
お
は
す
撫
で
仏

な
で
に
な
で
ら
れ
磨
り
へ
り
給
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
台
　
　
　
米
井
詩
織

【
選
評
】　
撫
で
仏
を
な
で
に
な
で
て
も
医
療
事
故
と
無
縁
で
あ
る

こ
と
に
作
者
は
気
づ
き
ま
し
た
。
こ
の
気
づ
き
が
面
白
い
。
下
句
、

身
を
磨
り
減
ら
す
撫
で
仏
を
敬
っ
て
い
ま
す
。

山
小
屋
の
親
父
に
な
る
と
い
ふ
友
の

文
そ
の
文
字
に
決
意
あ
ふ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
石
田
精
一
郎

中
学
の
制
服
を
着
て
大
人
ぶ
る
も

孫
の
笑
顔
に
幼
さ
残
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
根
　
　
　
　
印
南
満
子

甘
き
香
の
梨
の
畑
よ
り
聞
え
く
る

下
草
を
刈
る
軽
き
鎌
音

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
池
の
上
　
　
蝦
名
幸
子

ス
カ
イ
ツ
リ
ー
よ
り
見
下
ろ
せ
ば
車
み
な

ス
ピ
ー
ド
感
な
く
の
ろ
の
ろ
走
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
冨
士

　
　
　
望
月
玲
子

すてきな笑顔の伊藤さんと根本さん夫婦

受賞された「母子保健推進員協議会」の皆さん

　
こ
の
連
載
は
、
地
域
で
「
自
分
ら
し
く
」
生
き
て
い
る
人
を
紹

介
し
、
皆
さ
ん
の
「
自
分
ら
し
く
」
を
応
援
す
る
連
載
で
す
。

　
初
回
は
、
西
白
井
で
タ
ロ
ッ
ト
占
い
の
自
宅
サ
ロ
ン

「
L
u
m
i
e
r
e
（
リ
ュ
ミ
エ
ー
ル
）」
を
開
い
て
い
る
川
嶋
之

絵
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

子どもたちに「絵本の読み聞かせ」をする伊藤さん

相談に乗る川嶋さん（中央）

自
宅
サ
ロ
ン
主
宰

手作りおもちゃ


